
環境測定分析における
ダイオキシン類等の
簡簡易測定法について

(平成２２年度ブロック会議資料)



Ａ ダイオキシン類
簡易測定法

Ａ．ダイオキシン類

１）河川、湖沼底質中のダイオキシン類簡易測定マニュアル
（平成１６年７月 国土交通省）

２）ダイオキシン類対策特別措置法施行規則第２条第１項第４号の規定に
基づき環境大臣が定める方法（平成１７年９月 環境省）

（平成１６年７月，国土交通省）

基づき環境大臣が定める方法（平成１７年９月，環境省）

３）土壌のダイオキシン類簡易測定マニュアル（平成２１年３月，環境省）

４）底質のダイオキシン類簡易測定マニュアル（平成２１年３月，環境省）

５）排出ガス、ばいじんおよび燃え殻のダイオキシン類に係る簡易測定法
マニュアル（平成２２年３月，環境省）

Ｂ．ＰＣＢ

６）絶縁油中の微量ＰＣＢに関する簡易測定法マニュアル（平成２２年１月，環境省）



Ａ．ダイオキシン類

１）河川 湖沼底質中のダイオキシン類簡易測定マニュアル

簡易測定法の内容
１）河川、湖沼底質中のダイオキシン類簡易測定マニュアル
（平成１６年７月，国土交通省）

・機器分析法： 高分解能GC-MS、四重極GC-MS、イオントラップGC-MS

２）ダイオキシン類対策特別措置法施行規則第２条第１項第４号の規定に
基づき環境大臣が定める方法（平成１７年９月 環境省）

・生物検定法： バイオアッセイ

３）土壌のダイオキシン類簡易測定 アル（平成 年３月 環境省）

・生物検定法： バイオアッセイ

基づき環境大臣が定める方法（平成１７年９月，環境省）

３）土壌のダイオキシン類簡易測定マニュアル（平成２１年３月，環境省）

・機器分析法： 高分解能GC-MS、四重極GC-MS、イオントラップGC-MS

４）底質のダイオキシン類簡易測定マニュアル（平成２１年３月，環境省）

・機器分析法： 高分解能GC-MS、四重極GC-MS、イオントラップGC-MS

５）排出ガス、ばいじんおよび燃え殻のダイオキシン類に係る簡易測定法
マニュアル（平成２２年３月，環境省）

・生物検定法： バイオアッセイ

・機器分析法： 高分解能GC-MS、四重極GC-MS、イオントラップGC-MS



Ｂ．ＰＣＢ
簡易測定法の内容

６）絶縁油中の微量ＰＣＢに関する簡易測定法マニュアル（平成２２年１月，環境省）

・機器分析法

① 高濃度硫酸／シリカゲルカラム／ガスクロマトグラフ／電子捕獲型検出器
(GC/ECD) 法

② 加熱多層シリカゲルカラム／アルミナカラム／ガスクロマトグラフ／

③ 溶媒希釈／ガスクロマトグラフ/高分解能質量分析計 (GC/HRMS) 法

② 加熱多層シリカゲルカラム／アルミナカラム／ガスクロマトグラフ／
電子捕獲型検出器 (GC/ECD) 法

③ 溶媒希釈／ガスク トグラフ/高分解能質量分析計 (GC R S)法

④ 加熱多層シリカゲルカラム／アルミナカラム／トリプルステージ型
ガスクロマトグラフ質量分析計 (GC/MS/MS) 法ガスク マトグラフ質量分析計 (GC/MS/MS) 法

⑤ 加熱多層シリカゲルカラム／アルミナカラムガスクロマトグラフ/四重極型
質量分析計 (GC/QMS)法質量分析計 (GC/QMS)法

⑥ PCBの一部の化合物濃度から全PCB濃度を計算する簡易定量法

学 方

⑦ 加熱多層シリカゲルカラム／アルミナカラム／フロー式イムノセンサー法

・生化学的方法



ダイオキシン類



適用範囲（排ガス，ばいじん）

・法第２８条第１項及び第２項の規定に基づき特定施設の
設置者が行う排出ガス（焼却能力2,000kg/時未満の廃棄物
焼却炉 限る ） びば じん等 測定焼却炉に限る。）及びばいじん等の測定

・法第２４条第１項に基づく廃棄物焼却炉に係るばいじん等・法第２４条第１項に基づく廃棄物焼却炉に係るばいじん等
の処理の基準の検定



（単位：ng-TEQ/m3N）

適用範囲（排ガス，ばいじん）

特定施設種類
施設規模
（焼却能力）

新設施設基準 既設施設基準

廃棄物焼却炉
（火床面積が 0 5 m2

4t/h以上 0.1 1

2t/h 4t/h（火床面積が 0.5 m2

以上、又は焼却能力
が 50 kg/h 以上)

2t/h-4t/h 1 5

2t/h未満 5 102t/h未満 5 10

製鋼用電気炉
（変圧器の定格容量が1 000キロボルトアンペア以上）

0.5 5
（変圧器の定格容量が1,000キロボルトアンペア以上）

焼結鉱の製造の用に供する焼結炉
（原料の処理能力が1t/h以上）

0.1 1

亜鉛の回収の用に供する焙焼炉、焼結炉、溶鉱炉、溶解
炉、乾燥炉（原料の処理能力が0.5t/h以上）

1 10

金 製造 供す 焙焼 溶解アルミニウム合金の製造の用に供する焙焼炉、溶解炉、
乾燥炉（焙焼炉、乾燥炉：原料の処理能力が0.5t/h以上、
溶解炉：容量が１ｔ以上）

1 5



(1)常時監視：

適用範囲（底質）

(1) 常時監視：
一般環境における底質中のダイオキシン類濃度の推移を把握するた
め、水質調査と同地点を原則としつつ、水域を代表する地点等におい
て実施する調査て実施する調査。

(2) 概略範囲調査（汚染範囲確定のための詳細調査範囲を絞り込む場合）：
(1)の調査の結果、告示に定める水底の底質の環境基準 150pg-TEQ/g
を超える底質の汚染が判明した場合、汚染の面的広がり及び垂直分布
を把握する汚染範囲確定のための詳細調査で、汚染範囲を絞り込むたを把握する汚染範囲確定のための詳細調査で、汚染範囲を絞り込むた
めに実施する調査。

(3) 詳細範囲調査（汚染範囲確定のための詳細調査）：
告示に定める水底の底質の環境基準 150pg-TEQ/gを超える底質の汚
染が判明した場合、 (2)の調査結果を踏まえて、汚染の面的広がり及び
垂直分布を把握する汚染範囲確定のための詳細調査で、環境基準を超垂直分布を把握する汚染範囲確定のための詳細調査で、環境基準を超
える水底の底質の範囲及び深度を確定するため実施する調査。

(4)工事完了後の調査：
除去工事を完了した後にダイオキシン類の含有量等の状況を把握して、
除去の成果を確認するため実施する調査。



常時監視

適用範囲（底質）

環境基準以下環境基準超過 環境基準以下環境基準超過

常時監視の継続概略範囲調査

詳細範囲調査

垂直分布の把握

面的広がりの把握

対策実施

工事完了後の調査

：簡易測定方法が適用できる調査

工事完了後の調査



適用範囲（底質）

簡易測定法による
概略範囲調査

調査結果（簡易測定法）

概略範囲調査

概略の範囲確定調査の地点設定
（簡易測定法）

調査結果（簡易測定法）

環境基準超過判明地点

簡易測定法調査地点簡易測定法調査地点

「環境基準超過」の地点

「環境基準超過のおそれ」の地点

公定分析法による
詳細範囲調査

「環境基準未満」の地点

簡易測定法で「環境基準超過」の地点、
公定分析法による再測定地点

詳細な範囲確定調査の地点設定
（公定分析法）

公定分析法による再測定地点

公定分析法による測定地点



適用範囲（河川底質）

河川 湖沼などにおけるダイオキシン類の常時監視において 底質の調査河川、湖沼などにおけるダイオキシン類の常時監視において、底質の調査
頻度は原則 として、基準監視地点は年1回、補助監視地点は3年に1回、重
点監視地点は年4回（3.3 参照）とされ、測定方法は「底質調査マニュアル」に
基づくこととされている基づくこととされている。
これらの調査地点において、底質調査の頻度を増やす場合や他の調査地
点について底質調査を行う場合には、「河川、湖沼底質中のダイオキシン類
簡易測定マニュアル（案）」（平成 16年7月、国土交通省）による簡易測定法を
適用することができる。



資料等調査

適用範囲（土壌）
地域概況調査

資料等調査

発生源周辺状況把握調査 対象地状況把握調査一般環境把握調査 対象地状況把握調査般環 把 調

調査指標値調査指標値以上
境基準

環境基準超過

範囲確定調査

未満環境基準以下

終了調査指標確認調査

継続モニタリング調査

範囲確定調査
（概略範囲調査）

終了
環境基準
超過

調査指標確認調査

環境基準以下

継続モニタリング調査

終了継続

濃度が低減傾向濃度が横這い
増加傾向

範囲確定調査
（詳細範囲調査）

対策実施

対策効果確認調査

終了継続

環境基準 超過

：簡易測定法が適用できる調査終了

環境基準以下



簡易測定法による地域概況調査

適用範囲（土壌）

境基 指環境基準超過 環境基準以下、調査指
標値以上のおそれ

環境基準超過の
おそれ

環境基準超過 調査指標値未満

終了

範囲確定調査 土壌マニュアル法による
再測定

土壌マニュアル法による

調査指標確認調査

対策実施

環境基準
超過

調査指標値
未満

環境基準

再測定 調査指標確認調査

調査指標値
以上

環境基準
環境基準対策実施

終了

環境基準
以下

対策効果確認

環境基準
以下

環境基準
超過

土壌マニュアル法による
継続モニタリング調査

対策効果確認
調査

簡易測定法による調査指標確認調査

継続モニタリング調査



排ガス，ばいじん（生物検定法）



ダイオキシン類がアリール炭化水素受容体に結合することを
利用した方法

１）硫酸シリカゲルカラム／活性炭カラム／レポータージーンアッセイ
（ダイオキシン類応答性組替え細胞Ｈ１Ｌ６．１ｃ２）

２）硫酸シリカゲルカラム／活性炭カラム／レポータージーンアッセイ
（ダイオキシン類応答性組替え細胞１０１Ｌ）

３）多層カラム／レポータージーンアッセイ
（ダイオキシン類応答性組替え細胞ＨｅＢ５）

４）硫酸シリカゲル加熱環流法／レポータージーンアッセイ
（ダイオキシン類応答性組替え細胞Ｈ４ⅡＥ－ｌｕｃ）

５）硫酸シリカゲルカラム／アルミナカラム／レポータージーンアッセイ
（ダイオキシン類応答性組替え細胞ＤＲ－ＥｃｏｓＣｒｅｅｎ）

６）硫酸／硫酸シリカゲルカラム／ダイオキシン類、アリール炭化水素受容体
及びアリール炭化水素受容体核運搬タンパク質の複合体形成反応を利用
する方法



ダイオキシン類を抗原とする抗原抗体反応を利用した方法ダイオキシン類を抗原とする抗原抗体反応を利用した方法

１）硫酸シリカゲルカラム／活性炭カラム／間接競合酵素免疫測定法１）硫酸シリカゲルカラム／活性炭カラム／間接競合酵素免疫測定法

２）硫酸シリカゲルカラム／活性炭カラム／直接競合酵素免疫測定法２）硫酸シリカゲルカラム／活性炭カラム／直接競合酵素免疫測定法

３）硫酸シリカゲルカラム／アルミナカラム／間接競合酵素免疫測定法３）硫酸シリカゲルカラム／アルミナカラム／間接競合酵素免疫測定法

４）硫酸シリカゲル加熱環流法／結合平衡除外法４）硫酸シリカゲル加熱環流法／結合平衡除外法



硫酸シリカゲルの例

活性炭カラムの例



精製カラムの例 （硫酸シリカゲルカラム＋活性炭カラム）



多層シリカゲルとアルミナカラムの組み立て例



多層シリカゲルと活性炭カラムの組み立て例



換算係数算出
（排ガス）

換算係数算出
（ばいじんおよび燃えがら）



排ガス，ばいじん（機器分析法）

・ガスクロマトグラフ高分解能質量分析計（ＧＣ／ＨＲＭＳ）法



・ガスクロマトグラフ四重極形質量分析計（ＧＣ／ＱＭＳ）法



ＰＣＢ



「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関すポリ塩化ビフ ル廃棄物の適正な処理の推進に関す
る特別措置法」 （2001年7月15日）

ＰＣＢ廃棄物は、2016年7月15日までに全て処分

事業者は2016年までにPCB廃棄物を自ら処分、処分の
委託をしなければなりません（2004年2月17日）委託を なけれ なりま （ 年 月 ）

廃重電機器等の廃棄時にはPCB混入の可能性の確認廃 電機器等 廃棄時 混入 可能性 確認
が必要

電気機器：４５０万台（柱上トランス：約３３０万台，柱上トランス以外：
約１２０万台）約１２０万台）

ＯＦケーブル：約１，４００ｋｍ



製造年代別ＰＣＢ濃度分布



測定方法 採用分析機関数

分析機関の測定方法実績

Ｎｏ 測定方法 採用分析機関数

① 底質調査法（環水管１２７号） １０

② ＪＥＡＣ１２０１－１９９１ １０

③ 平成４年厚生省告示１９２号
別表第３の第１

４

④ 石油学会誌に「潤滑油中のＰＣＢ分析」 １④ 石油学会誌に「潤滑油中のＰＣＢ分析」
（昭和４８年として紹介された方法）

１

⑤ ＧＣ－ＭＳ／ＮＣＩ直接希釈注入法 １



適用範囲（絶縁油，ＰＣＢ）

0 5mg/kg ＰＣＢ廃棄物

定量分析法

(1)平成4年厚生省告示
別表第2に定める方法 0.5mg/kg

超
ＰＣＢ

廃棄物

廃棄物
処理施設

（焼却処理等）

別表第2に定める方法

又は

絶
縁

(2)簡易定量法（共存物
質による妨害がある場合縁

油
試

質による妨害がある場合
は上記(1)によ ること）

料 0.5mg/kg以下
検出

迅速判定法

（検出 限 ）

ＰＣＢ廃棄物に該当しない

（検出下限 0.3mg/kg）
不検出



カネクロールシリーズにおけるＰＣＢ同族体存在比（％）の例ク リ おけ 同族体存在 （ ） 例



① 高濃度硫酸／シリカゲルカラム／ガスクロマトグラフ／電子捕獲
型検出器 (GC/ECD) 法検 法

１種

硫酸処理時 各油種 色合

２種 ３種 ４種 ５種 ６種 ７種 ＤＯＰ

硫酸処理時での各油種での色合い

１種 ２種 ３種 ４種 ５種 ６種 ７種 ＤＯＰ

抽出溶媒添加・振とう後での各油種での色合い



キャピラリーカラムでのクロマトグラムの例（ＧＣ／ＥＣＤ）



Ｄ２ＣＢ Ｔ３ＣＢ

Ｔ４ＣＢ Ｐ５ＣＢ

キャピラリーカラムでのクロマトグラムの例（ＧＣ／ＱＭＳ）



③ 溶媒希釈／ガスクロマトグラフ/高分解能質量分析計
(GC/HRMS)法(GC/HRMS) 法



計算に使用する１３成分と各成分に含まれるＰＣＢ化合物の例

⑥ PCBの一部の化合物濃度から全PCB濃度を計算する簡易定量法

計算に使用する１３成分と各成分に含まれるＰＣＢ化合物の例



⑦ 加熱多層シリカゲルカラム／アルミナカラム／フロー式イムノセンサー法⑦ 加熱多層シリカゲルカラム／アルミナカラム／フロー式イムノセンサー法

前処理装置 バイオセンサー前処理装置 バイオセンサ


